
記

日時：平成18年1月13日(金)13：00～17：00
場所：武庫川女子大学 中央キャンパス

日下記念マルチメディア館

主催：日本医薬品情報学会(JASDI)
共催：武庫川女子大学薬学部

協賛：日本医薬情報センター(JAPIC)

13:00~13:05 開会挨拶

13:05~13:50 基調講演：「創薬－医薬品情報との関わり」
日本医薬品情報学会 山崎幹夫会長

13:50~14:20 「臨床マインドから開発する医薬品」
武庫川女子大学薬学部 教授 松山賢治先生

14:20~14:50 「診療ガイドラインの行間を読む」
大阪府立成人病センター 治験管理室 丁 元鎮先生

14:50~15:10 休憩
15:10~15:40 「医療機関にとって治験を行う意義は何か」

～医療への貢献・経済的効果と患者の利益について考える～

近畿大学医学部附属病院 臨床試験管理センター

野村守弘先生
15:40~16:10 「市民からみた臨床試験情報」

日経BP社 北澤京子先生

16:10~16:50 パネルディスカッション
16:50~17:00 閉会挨拶

申し込み・問い合わせ

：e-mail:jasdi-forum20060113@jasdi.jp
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「医薬品(臨床)情報と新薬開発

～患者主体の医薬品の開発とは～」
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